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本時のキー課題

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
年
生
／
数
学
／
数
学
Ⅱ

［
分
野
・
単
元
］積
分
法
（
本
時
は
、
全
６
時
間
の
う
ち
の
６
時
間
目
。
Ｐ
．47
に
本
時
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
生
徒
は
、本
時
の
学
習
内
容
で
あ
る
放
物
線
と
円
が
囲
む
面
積
の
求
め
方
を
、教
科
書
や
教
師
作
成
の
動

画
で
予
習
。
授
業
で
は
、そ
の
理
解
度
を
確
認
す
る
基
本
問
題
に
個
人
で
取
り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
で
教
え
合
っ
た
後
、
教

師
が
解
法
を
説
明
し
た
。次
に
、発
展
問
題
に
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
み
、教
師
が
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
た
。

基本問題で予習内容の理解度を確認

生徒は、教科書や藤原先生作成の動画で予習してきた内容
の理解度を確認する基本問題に、10 分間取り組んだ。そ
の間、藤原先生は、生徒が提出した予習ノートに目を通す
とともに、生徒の様子を見て回り、生徒がどこでつまずい
ているかなどを把握した。

10:45
本時の概要

ふじわら・ゆう　教職歴 12 年。同校に赴任して８年目。数学科。２学年副主任。こ
れからの時代に必要な資質・能力を生徒に育みたいという思いから、2017 年度より
反転授業を導入し、生徒主体の授業づくりに力を入れている。

学校概要
◎校訓は「自律・創造・敬愛」。兵庫県のニュータウンに位置する単位制高校。2009
年度、文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」の指定を受け、現在２期目。
設立当初から探究学習に力を注ぎ、次代を担うリーダーに求められる資質・能力の育
成を図っている。

◎設立　 2002（平成 14）年
◎形態　全日制・単位制／普通科／共学　◎生徒数　１学年約 240 人
◎2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、横浜国立大、
名古屋大、京都工芸繊維大、大阪教育大、大阪大、神戸大、広島大、国際教養大、大
阪市立大、大阪府立大、兵庫県立大などに 109 人が合格。私立大は、同志社大、立命
館大、関西大、近畿大、関西学院大、甲南大などに延べ 498 人が合格。

授 業 実 践

数
学

個
と
集
団
で
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
往
還
で
、

本
質
的
な
理
解
に
迫
る
深
い
学
び
に
い
ざ
な
う

兵
庫
県
立
三さ

ん

田だ

祥し
ょ
う

雲う
ん

館か
ん

高
校
　

藤
原
雄ゆ

う

発問・課題設定をキーに見る

ペアで解法を説明し合う11:18

２人１組となり、基本問題の解法を２分間で説明し合った。
藤原先生は、「相手に必ず１つは質問しよう」と、問題や解
法を正確に理解し、説明できているかを確認することを求
めた。次に、「数学的な表現」「説明理解度」などの４項目か
ら成るルーブリックを基に、ペアで互いの説明を評価した。

※プロフィールは、2022年３月時点のものです。
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以
前
は
、
教
師
の
役
割
は
分
か
り
や
す

い
授
業
を
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
私

の
授
業
が
「
生
徒
主
体
の
授
業
だ
と
思
う
」

と
答
え
た
生
徒
は
半
数
に
も
満
た
ず
、
生

徒
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
め
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

学
習
動
画
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
が
次
々

と
現
れ
る
中
で
、
学
校
で
し
か
で
き
な
い

学
び
を
追
究
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
課
題
意
識
の
下
、
指
導
法
を

模
索
す
る
中
で
、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
」（
＊
）
に
出
合
い
、「
他
者
に
教
え
る
」

「
グ
ル
ー
プ
で
討
論
」
と
い
っ
た
能
動
的
学

習
が
定
着
度
を
高
め
や
す
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。そ
こ
で
、生
徒
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
視
点
で
試
行
錯
誤

し
た
結
果
、
生
徒
が
学
習
内
容
を
予
習
し
、

授
業
で
は
知
識
の
確
認
や
問
題
解
決
型
学

習
を
行
う
反
転
授
業
に
行
き
着
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
事
前
に
予
習
範
囲
を
指
定

し
、
授
業
は
、
①
予
習
の
確
認
（
基
本
問

題
）、
②
学
び
合
い
、
③
発
展
的
な
学
習
、

④
振
り
返
り
、
と
い
っ
た
流
れ
に
し
て
い

ま
す
。
生
徒
が
学
習
内
容
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

3

5

2

6

本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

生
徒
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
増
や
す

た
め
、
反
転
授
業
を
取
り
入
れ
る

グループで学び合う

発展問題の解説と振り返り

席の近い生徒２〜３人で答えや解法を見せ合い、分からな
い点を教え合った。藤原先生は、「正解した人に考え方を聞
きに行って」と、生徒に行動を促した。さらに、藤原先生は、

「座標がまだ導き出せていない人は、前に来て」と、初歩で
つまずいている生徒を集め、個別に説明した。

発展問題に個人で取り組んでから、生徒同士で学び合った。
基本問題を通して本時の学習内容が理解できたことで、多
くの生徒がスムーズに解き進めていた。藤原先生は、「周り
と答えを確認し合って」「答えにたどり着けなくても、解き
方の方針を押さえておこう」と、学び合いを促した。 

藤原先生は、スライドを用いながら発展問題の解法のポイ
ントを説明した後、模範解答を配布した。最後に、生徒は、
本時の学習の自己評価や気づき、反省点を振り返りシート
に記入。授業終了後、複数の生徒が藤原先生の周りに集まり、
先生に別解を聞いたり、不明点を質問したりしていた。

10:57

11:2511:34

解法のポイントを解説

藤原先生は、解法のポイントを示したスライドをプロジェ
クターに映して解説。スライドは後でオンライン学習シス
テムで共有することを伝えて、解説をしっかり集中して聞
くよう促した。そして、「答えを求めるために必要な情報を
順序立てて考えよう」などとアドバイスした。

11:15

発展問題に取り組む

＊ アメリカ国立訓練研究所が学習方法と定着率の関係を示した学習モデル。「講義」「読書」といった受動的学習に比べ、「他者に教える」「自ら体験する」「グ
ループで討論」といった能動的学習の方が学習定着率は高いという結果を示した。

F
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担
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進
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担
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学
年
団

担
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ト
す
る
時
間
を
確
保
し
、
私
は
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
に
徹
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
学

び
合
い
が
深
ま
っ
て
い
な
い
と
感
じ
た
時

に
は
、
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。

　

予
習
用
動
画
は
、
生
徒
が
集
中
し
て
取

り
組
め
る
よ
う
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
、
10

分
間
程
度
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
画
面
や
ノ
ー
ト
に
手
書
き
し
た

も
の
を
基
に
撮
影
し
、
編
集
す
る
方
法
に

す
る
と
と
も
に
、
撮
り
直
し
は
し
な
い
と

決
め
て
、
１
本
あ
た
り
30
分
程
度
で
作
成

し
て
い
ま
す
。
予
習
の
方
法
は
限
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
生
徒
は
、
私
が
作

成
し
た
動
画
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
は
、
個
と
集
団
で
の
学
び
を
往
還

し
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
何
度
も
行
う
こ
と

で
、
本
質
的
な
理
解
に
結
び
つ
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
１
回
目
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
と
し
て
、
生
徒
は
、
そ
の
授
業
で

取
り
上
げ
る
学
習
内
容
に
関
す
る
基
本
問

題
に
個
人
で
取
り
組
み
ま
す
。次
に
、生
徒

同
士
で
分
か
ら
な
い
点
な
ど
を
教
え
合
い

ま
す
。
そ
の
際
、
席
の
移
動
は
自
由
と
し
、

正
解
し
た
人
を
見
つ
け
て
、
分
か
ら
な
い

点
を
質
問
す
る
よ
う
、
生
徒
に
促
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
か
ら
、
生
徒
は
お
の
ず
と
主

体
的
に
な
り
ま
す
。ま
た
、学
び
合
い
に
入

れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、
生
徒
は
必
ず

予
習
を
し
て
き
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
の
４
月
に
実
施
し
た

「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
の
学
習
状
況

リ
サ
ー
チ
と
同
じ
質
問
項
目
を
、
年
度
末

の
２
月
に
再
び
生
徒
に
回
答
し
て
も
ら
い

そ
れ
が
、
２
回
目
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
あ

り
、
自
分
と
他
者
の
考
え
を
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
時
は
単
元
の
ま
と
め
の
授
業
だ
っ
た

た
め
、
基
本
問
題
は
大
学
入
試
の
過
去
問

題
か
ら
選
び
ま
し
た
。
放
物
線
と
円
が
異

な
る
２
点
で
接
す
る
時
の
、
⑴
２
つ
の
接

点
の
座
標
を
求
め
よ
、
⑵
放
物
線
と
円
と

で
囲
ま
れ
る
図
形
の
面
積
を
求
め
よ
、
と

い
う
問
題
で
す
。
途
中
、
⑴
で
つ
ま
ず
い

て
い
る
生
徒
を
集
め
、「
２
直
線
の
垂
直

条
件
を
使
う
」
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
出
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
生
徒
に
知
識
を

与
え
、
学
び
合
い
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

基
本
問
題
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
個
と

集
団
で
の
計
２
回
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
本
時
は
⑵
の
解
法
の
方
向
性
を
見
い

だ
せ
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
と
判
断
し
、

「
円
と
放
物
線
の
方
程
式
か
ら
面
積
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
扇
形
の
面
積
に
着
目

す
る
方
法
が
近
道
」
と
解
説
し
た
後
、
解

法
を
ペ
ア
で
説
明
し
合
う
３
回
目
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を
設
け
ま
し
た
。
問
題
を
解
く

た
め
に
必
要
な
情
報
を
考
え
、
解
法
を
順

序
立
て
て
説
明
す
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る

と
と
も
に
、
理
解
が
曖
昧
な
点
に
気
づ
け

る
よ
う
、
ペ
ア
の
相
手
に
必
ず
１
回
は
質

問
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
相
手
の
説
明
を
評
価
し

合
う
機
会
も
設
け
ま

し
た
（
図
）。

　

３
回
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
通
し
て
、

多
く
の
生
徒
が
問
題

の
本
質
を
理
解
で

き
、
発
展
問
題
を
テ

ン
ポ
よ
く
解
い
て
い

ま
し
た
。
発
展
問
題

を
遠
回
り
な
方
法
で

解
い
て
い
た
生
徒
も

い
ま
し
た
が
、
遠
回

り
は
必
ず
し
も
無
駄

で
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
自
分
な
り
に

考
え
、
じ
っ
く
り
と

問
題
に
向
き
合
う
か

ら
こ
そ
、
他
の
生
徒

と
の
学
び
合
い
や
教

師
の
解
説
を
通
し

て
、「
こ
ん
な
解
き

方
が
あ
る
の
か
」
と

い
っ
た
気
づ
き
に
つ
な
が
り
、
理
解
が
深

ま
る
と
、
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

授
業
中
は
常
に
書
い
た
り
、
話
し
た
り

※学校資料を基に編集部で作成。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

複
数
回
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で

曖
昧
な
点
を
解
消
し
、理
解
を
深
め
る

●
成
果
と
展
望

学
習
に
取
り
組
む
態
度
が
改
善
、

模
擬
試
験
の
成
績
も
向
上

該当するものに○をつけてもらいましょう。　　　　　　　聞き手（　　　　　　　　）

A B C

数学的な
表現

数学的に正しい用語を
用いて説明できていた。

一部誤った表現をして
いたが、それ以外は正
しい用語を用いて説明
できていた。

数学的に誤った表現が
多かった。

声
はっきりした声でス
ムーズに話すことがで
きていた。

若干聞き取りにくい箇
所があった。

声が小さく、何を言っ
ているのかよく分から
なかった。

説明
理解度

分かりやすく説明でき
ていた。

分かりにくい部分も
あったが、大まかな内
容は理解できた。

説明が不十分で、内容
が理解できなかった。

質問への
対応

質問に対する受け答え
がしっかりとできていた。

質問に対する受け答え
がある程度できていた。

質問に対する受け答え
があまりできていな
かった。

図　解法の説明を相互評価する際のルーブリック
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主体的・対話的で深い学び

ま
し
た
。
両
者
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、

学
習
態
度
が
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
特
に
、「
自
分
で
解
け
な
い
問
題
に
出

合
っ
た
時
、
ど
こ
が
分
か
ら
な
い
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
は
約

20
ポ
イ
ン
ト
、「
す
ぐ
に
解
け
な
い
と
感

じ
た
問
題
に
つ
い
て
、
諦
め
ず
に
い
ろ
い

ろ
な
方
法
を
考
え
る
」
は
約
15
ポ
イ
ン
ト
、

肯
定
率
が
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。
反
転

授
業
を
始
め
て
か
ら
、
模
擬
試
験
の
数
学

の
平
均
偏
差
値
も
上
が
り
、
そ
う
し
た
成

果
か
ら
、
今
で
は
本
校
の
数
学
科
の
全
教

師
が
反
転
授
業
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、授
業
は
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
で
行
っ

て
お
り
、
基
礎
ク
ラ
ス
で
は
教
師
に
よ
る

解
説
が
多
く
な
り
や
す
い
と
い
っ
た
課
題

が
あ
り
ま
す
。
生
徒
主
体
の
授
業
と
す
る

た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上

に
一
層
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！

VIEW next ONLINE 検索

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】数学・数学Ⅱ　【分野・単元】積分法　【テーマ・作品】放物線と円が囲む面積、面積の等分　【設定時数】全６時間（本
時は６時間目）　【単元目標】問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察する力を身につける

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
•導関数と不定
積分の関係

•不定積分の
　計算

•不定積分の意味について理解し、関数の定数倍、和、及び
差の不定積分を求めることができる。

•仲間と協力して問題を解くことができる。
•自分の理解を言語化できる。
•問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善
したりしようとしている。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

⓪教科書や動画に
による予習
①予習内容の確認
（基本問題）
②学び合い
③教師によるポイン
ト解説
④発展問題の演習
⑤振り返り

【主体的な学び】
•教師の解説は必要最低
限にとどめて、生徒の
活動時間を十分に確保
する。

•予習ノートで理解が不
十分であることを把握
し、個に応じた指導を
行う。

【対話的な学び】
•教師は、ファシリテー
ターに徹する。

•座席は指定しない。
•机間指導を丁寧に行い、
生徒の理解が曖昧な部
分を引き出し、「なぜ」
を追究する。

【深い学び】
•学び合いで得たことを
発揮できるような発展
問題を選定する。

•対話的な学びで出た「な
ぜ」をクラス全体で共
有し、丁寧に指導する。

•セクションテ
ストによる
基礎学力の
定着度の確
認

•自己評価シー
ト

•協働的な学
びに対する
姿勢

2 •定積分の計算

•定積分の意味について理解し、関数の定数倍、和、及び差
の定積分を求めることができる。

•仲間と協力して問題を解くことができる。
•自分の理解を言語化できる。
•問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善
したりしようとしている。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

3
•定積分の性質
•微分と積分の
関係

•微分と積分の関係に着目し、積分方程式の解を求めること
ができる。

•仲間と協力して問題を解くことができる。
•自分の理解を言語化できる。
•問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善
したりしようとしている。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

4
•定積分の
　図形的な意味
•２つの曲線の
間の面積

•微分と積分の関係に着目し、積分の考えを用いて直線や関
数のグラフで囲まれた図形の面積を求める方法について考
察することができる。

•仲間と協力して問題を解くことができる。
•自分の理解を言語化できる。
•問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善
したりしようとしている。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

5 •いろいろな
　グラフと面積

•事象を積分の考えを用いて考察するよさを認識し、問題解
決にそれらを活用しようとしたり、粘り強く考え、数学的
論拠に基づき判断しようとしたりしている。

•仲間と協力して問題を解くことができる。
•自分の理解を言語化できる。
•問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善
したりしようとしている。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

6
•問題演習　
　（放物線と円が
囲む面積、
　面積の等分）

•事象を積分の考えを用いて考察するよさを認識し、問題解
決にそれらを活用しようとしたり、粘り強く考え、数学的
論拠に基づき判断しようとしたりしている。

•仲間と協力して問題を解くことができる。
•自分の理解を言語化できる。
•問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善
したりしようとしている。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

※藤原先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。
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